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学 長 メ ッ セ ージ

T op Message

　 近代日本の教育者渡邉辰五郎先生を校祖と する本学

は、 明治 14（ 1881） 年、 前身である和洋裁縫伝習所

と し て誕生し 、 昭和 24（ 1949） 年に東京家政大学へ

と 生まれ変わり まし た。 建学以来、 女子教育の大学と

し て数多く の指導者を輩出すると と もに、 自立し た女

性、資格を持っ た職業人・ スペシャ リ スト の養成を行っ

てきまし た。 さ ら に、 学部・ 学科・ 大学院等を充実さ

せ、 今日に至っています。

　 本学は教育の大学と し て知ら れる一方で、 教員によ

る研究成果も 数多く 公表さ れて来まし たが、 研究分野

の幅の広さ から 、 研究の特色を社会に対し 明示的に伝

えるこ と には消極的でし た。 また、 科学技術の進歩や

生活の現代化など、 家政学研究分野の発展と 社会の進

展により 、 家族や家庭内で追及さ れてきた価値や諸活

動が次第に社会で担われるよう になる中で、 同時に、

「 家政」 と いう 用語も見られなく なり まし た。 し かし 、

家族や家庭がなく なったわけでも 、 家族・ 家庭の存在

し ない社会もあり ません。

　 2017 年度より 検討を開始し 、 2018 年度後半から

取り 組みを開始し た、「 ひと の生（ life） を支える学の

構築」 は、 多く の可能性を持っている本学の今後を考

えると き、 東京家政大学と し ての教育・ 研究を進め、

研究面での特色化を図る上では欠かせないものと 考え

ます。 そし て、 更なる本学の発展を目指し ます。

　 東京家政大学の教育・ 研究の根幹を「 ひと の生（ Life）

を支える学」 におき、 本学が有する教育・ 研究機能を

生かし 、 社会的役割を果たし ていく 挑戦が、 今、 始ま

り ます。
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本 学 の 存 在 意 義と 研 究ブ ラ ン ディ ン グ

―「 ひと の 生（ L i f e ）を 支える 学 の 構 築 」 事 業 の 挑 戦 ―
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基調講演

研究紹介

2 019 年2 月18日（ 月）

13： 0 0 ～ 15： 15

研 究ブ ラ ン ディ ン グと

金 沢 工 業 大 学 の 挑 戦

金沢工業大学　 副学長（ 研究支援担当）

感動デザイン工学研究所　 所長

神 宮  英 夫  教 授   

東京家政大学  家政学部  環境教育学科

藤森  文 啓 教 授  

東京家政大学  人文学部  教育福祉学科

松 岡 洋 子  准 教授  

（ 共同研究者） 東京家政大学  家政学部  栄養学科　 和田 涼子 教授 

東京家政大学  子ども学部  子ども支援学科

阿 部  崇  准 教 授 

　 ここ20年強に亘って、 教育改革を進めてきた。 ４ 年毎の大

掛かりな改革と、 必要に応じ た２ 年毎の小規模な改革とで、

常に学生にとってより 良い教育の実現を目指し てきた。 現在

の改革のコンセプト は、「 世代・ 分野・ 文化を超えた共創教

育」 と 「 社会実装を目指し た教育・ 研究」 である。 これらの

コンセプト が身を 結ぶよう なさまざまなアクショ ンを 仕掛けて

おり、 種々の目に見える成果が出てきている。

　 特に、 研究ブランディングに関し ては、 地域連携と 産官学

連携を 意識し ながら 、 社会実装を目指し た 活動を 行なっ て

いる。 地方創生研究所をフラッグシップとし て、 異分野の共創

による社会実装の活動を展開し 、 この活動を通し て、 中山間

地域の過疎化と 高齢化に歯止めをかけ、 地方創生の一端を

担おうとし ている。 なお、 この高齢化の問題は、 地方だけの

こと で はなく 、 大都市圏でも 同様の問題で あると の認識を

持って、 今後の活動を視野に入れている。

　 地方の理工系総合大学にとって、 地域連携は重要なテー

マである。 地元の中小企業と の連携、 地方自治体と の協力

関係をどのよう に日々の教育・ 研究活動につなげていく かを、

常に 意識し ている。 “市役所テーマ”によるPBL型の授業、

課外活動での連携、 社会人共学者の受け入れ、 クロスアポ

イント メント のもとでの実務家教員の受け入れ、 など、 多様な

取り 組みを行なっている。

　 現在進めている金沢工業大学の挑戦の一端をご理解いた

だければ幸いである。

1977年 東京都立大学大学院人文科学研究科

 心理学専修修士課程修了

2000年 金沢工業大学教授　 現在、 金沢工業大学副学長

 情報フロンティア学部心理科学科教授

 金沢工業大学感動デザイン工学研究所 所長、 文学博士

感性・ 官能評価を応用した製品開発に携わっている。特に、お客様が“何となく ”感

じていることを、品質化することを目指している。日本官能評価学会評議委員・ 専門

官能評価士、日本人間工学会会員、日本感性工学会会員、日本心理学会会員。

【 著書】

「 印象測定の心理学— 感性を考える— 」 川島書店

大越ひろ ・ 神宮英夫「 食の官能評価入門」 光生館

「 感動と商品開発の心理学」 朝倉書店

神宮英夫他編著「 実践事例で学ぶ官能評価」 日科技連出版

「 ものづくり心理学 — こころを動かすものづくりを考える— 」 川島書店　 など

DATA

　 この地球上のかび類の推定種数は 150 万種類と 言われているが、 これま

でに人類が発見し ている数は 10 万種に満たない。 かび・ 放線菌などが作る

二次代謝産物は化学合成では作り 得ない化合物とし て多数発見さ れ、 主に

医薬品とし て人類に貢献し ている。 未発見の 140 万種に及ぶ微生物が作る

未知化合物は相当数ある。 これらの未発見微生物から 新規化学物質を 単離

し て応用する研究は、 ヒト が健康に豊かな（ Life） を送るために重要である。

宝である。

　 ヨ ーロッ パ諸国では、 来るべき少子高齢社会に向けて、 大改革を 行って

いる。 キーワード は、 自立・ 参加型社会・ 地域で あり、 通底する 価値は

「 制度利用」 よりも 個人の「 W ell-being 追求」 であり 、 その結果インフォー

マル資源への期待が高まっている。 日本の介護保険改正「 総合事業」 でも、

こ の方向が目指さ れている。 そこ で 本研究で は、 地域における制度とイン

フォーマルの垣根を越えたプラット フォームづくりの可能性を 北区とともに探る

こととし た。 当日は、 北区ボランティア活動についての調査結果を発表する。

　 知的障害特別支援学校の中学部における実践研究を報告する。 特別な

教育的ニーズを有する生徒は失敗経験等から自己肯定感が低く 、「 願い」

を持てずにいるケースが多いといわれている。 彼らがより自分らし い「 願い」

をもち、 その実現に向かっ て進めるよう になるために、 教え込みではない

本人主体の学習に取り 組んだ実践研究である。

日  時

会  場

東京家政大学

小講堂（ 三木ホール）

カ ビ が つく る 化 合 物＝宝

地 域 の つ な がり が

高 齢 者 の 健 康な 生（ L i f e ） の 基 盤

知 的 障 害 特 別 支 援 学 校に お ける「 願 い 」 を

育 む 授 業 実 践 の 検 討

－生徒と 保護者を 対象としたアンケート 調査から－
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背景および目的　

　 発達障害児などの特別なニーズのある児童・ 生徒

が通常の教育の場で学ぶこ と が増えているが、 指導

上の工夫や組織的な取り 組みによる教育の質の向上

が課題と なっ ている。 そこ で本研究では、 特別の支

援を必要と する児童・ 生徒に接する現職教員および

教職課程の学生を対象と し た障害理解研修教材の開

発と 効果の検証を行い、 幼少期から の一貫し たイン

ク ルーシブ教育を推進すると と も に、 地域社会が大

学の研究成果を活用するモデルを開発する 。 具体的

には、 大学の研究を生かし た特別の支援が必要な子

ども に係る、 １ ） 教員養成・ 現職教員用障害理解研

修プログラ ムの開発、 ２ ） 研修用デジタ ル教材の開

発、 ３ ） 地域社会と 共有可能な障害理解推進モデル

の構築を行う 。 本年度は、 １ ） に関し 、 実態調査を

通し て対象地域のニーズを 把握する こ と を 目的と

し た。

方 法

　 通常の小中学校教員（ 調査①）、 特別支援学校教

員養成課程学生（ 調査②）、保育者養成課程学生（ 調

査③）、 保育者を対象に質問紙（ 調査④）、 統合保育

の場の参与観察および保育士への面接調査（ 調査⑤）

を 以下の手続き で実施し た（ 以下①、 ②、 ③、 ④、

⑤と 記載）。

１ ． 対象： ①入間市立小学校、 中学校の教員 443

人、 ②特別支援学校教員養成課程の大学生 2、 3 年

生 103 人、 ③保育者養成大学 1 年生 122 人、 ④保

育者161 人、⑤近隣保育所の障害児担当保育士 3 人。

２ ． 手続き： １ ） 調査方法： ①、 ②、 ③、 ④質問紙

調査、 ⑤参与観察および面接調査。

２ ） 内容： ①特別支援教育に関する研修ニーズ、 教

材のニーズ等、 ②障害児指導に関する自己効力感、

③障害理解と 障害者のイ メ ージ（ SD 法）、 ④特別

ニーズ児への対応、 ⑤保育者と 障害児の関わり の行

動記録、 面接では対象の障害児対応の聴取。

３ ． 分析： 質問紙調査は記述統計と 多変量解析、 自

由記述は内容別に分類し 、 参与観察は行動別に記録

を整理、 面接は内容別に整理し た。

４ ． 倫理的配慮： 東京家政大学大学院倫理委員会、

同大学狭山倫理委員会の審査を受けた。

結 果

　 ①研修等を通し て教員が学びたい内容（ 31 項目）

は、「 お互いの良さ を認め合う よう な指導」、「 全て

の子ども 達が安心し て学べる環境や関係づく り 」、

「 障害のある 子ど も の指導」、「 すべて の子ど も に

分かり やすい教材・ 教具」、「 学級内の教員と 子ど

も 、 子ども 同士の関係理解」、「 障害のある 子ども

への理解や配慮」、「 すべての子ども に分かり やす

い話し 方や教材の提示」 の順で高かっ た（ 84％～

79％）。 教員研修手段は、「 集団研修会」（ 76% ） が

最も 多く 、 形式は「 講義形式」（ 59% ）、「 演習形式」

（ 52% ） の順で高かっ た。 研修や力量形成のための

デジタ ルコ ンテンツを「 利用し てみたい」 の回答は、

「 DVD 教材等のデジタ ルコ ン テン ツ での研修や学

習」（ 85% ）、「 e-ラ ーニングでの研修や学習」（ 82% ）

であっ た。 教材のニーズは、「 DVD や W EB 上の教

材教具集」（ 39％）、「 指導で使用できるタ ブレッ ト

教材」（ 38％）、「 紙媒体の教材教具集」（ 31％） の

順に高かっ た。 大学で特別支援教育に関する必修科

目、 専門課程、 あるいは 30 時間以上の履修経験の

ある教員は 20％以下だっ た。

　 ②教職課程学生の障害のある児童生徒の指導に関

する自己効力感は、 主に行動問題対応や適切な行動

の促進に関する内容において「 自信がない、 やや自

信がない」 が高かっ た。 19 項目中 7 項目で 3 年生

より も 2 年生のほう が、自信がない傾向が強かっ た。

　 ③対象の大学 1 年生の障害の認知度は「 LD」、「 イ

ンク ルーシブ教育」、「 合理的配慮」 を 具体的にイ

メ ージできない学生が多かっ た。 障害に関する経験

は、「 資料視聴」、「 授業」、「 障害児と の関わり 経験」

のある学生が多かっ た。 障害者のイメ ージは肯定的

な学生が多かっ た。 通常学校の教師志望学生を対象

と し た田口ら（ 2012） の同内容の調査と 比較し て、

障害や障害者に関する経験は多く 、 障害者イ メ ージ

はより 肯定的な結果と なっ た。

　 ④ニーズ児の困っ た行動への対応は、「 個別対応」

（ 89％）、「 保護者と の話し 合い」（ 74％）、「 外部専

門職と 連携」（ 60％）、「 園内会議」（ 55％）、「 行動

記録」（ 54％） の順に多かっ た。  

　 ⑤対象保育士は障害児の気になる行動や困っ た行

動に関し 、 保育士に対する子ども の反応と 子ども か

ら の発信や姿を保育者が省察し 、 保護者や専門家か

ら の情報を加味し た上で、 子ども の行動や保育の意

味づけし 子ども 理解をし ていた。 日々の積み重ねに

より 次第に子ども と の相互作用が円滑になるこ と が

明ら かと なっ た。

考 察

　 対象地域の通常学校教員や保育者は、 障害児の特

性に適し た指導や教材の情報に加え、 多様な人の相

互理解を深める指導や全ての子ども が使用できる教

材や環境を求めているこ と が推察さ れた。 対象大学

生の障害児の理解や対応の習得の実態から は、 既存

の知識や経験により 習得度にばら つきがあるこ と や

内容により 難易度が異なるこ と が考えら れた。 特別

な支援の必要な子ども が在籍するク ラ スの教員や保

育者の多く は、 大学で特別支援教育を専門的に学ん

でおら ず、 日々目の前の子ども と 対峙し 試行錯誤し

ながら 指導に臨んでいるこ と がう かがわれた。 結果

から 、 大学による専門的情報提供の意義があると 考

えら れ、 講義と 演習を組みわせた集団研修や大学の

授業に活用可能なデジタ ル教材を作成するこ と が有

用と 考えら れた。

今後の展望

　 研究の結果、ニーズの高かっ た内容を中心に据え、

教職課程の学生および現職教員を対象と し た障害理

解研修用のデジタ ル教材案を作成する。 学校教員、

保育者、 および学生の試用を通し て、 試案を評価、

改良し 、 教材を完成さ せる。

01 
インクルーシブな教育推進のための

障害理解推進モデルの構築

－教員養成・ 現職教員研修教材の開発－

子ども学部 子ども支援学科　 野澤純子 ／ 子ども学部 子ども支援学科　 宮島　 祐  

子ども学部 子ども支援学科　 阿部　 崇 ／ 人文学部 教育福祉学科　 田中恵美子 

研究協力者： 子ども 学部 子ども 支援学科　 末廣杏里
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背景および目的　

　 研究責任者ら は、 こ れまで医師のアウト リ ーチ活

動と し て小学生を対象と し た医学教育を実施し てき

た。 小学生のう ちに医学を 学ぶこ と には、 ① 科学

（ 理科） と 実生活と の関連を身近な例で実感できる 、

②教科横断的な深い学びが可能になる、 ③生き る

力を育むと いっ た意義がある。 し かし 、 医師のみに

よる活動には限界も あっ た。 そこ で現在、 身近な医

療機器を利用し て、 小学校の教育現場において一般

の教員が実施でき る 医学教育プログラ ムの開発を

行っ ている。 その成果をも と に、 本研究では、 学校

において食育を推進する栄養教諭を中心と するこ と

で、 小学生がより 効果的に心身の健康を学ぶこ と が

出来る授業が実施できないか検討するこ と を目的と

し ている。

　 今年度はまず、 効果的な医学教育プログラ ムの開

発と 、 今後の評価指標の作成のため、 研究協力校に

おいて医学教育の導入授業の実施と その評価を行っ

た。 児童による授業内容の評価には、 VAS（ visual 

analogue scale） を活用し た数量的評価を試みた。

方 法

　 杉並区 N 小学校のサイ エン スク ラ ブ において、

研究代表者が出張授業の形式で平成 30 年 12 月 13

日に医学教育のモデル授業を実施し た。 サイ エンス

ク ラ ブの実施時間は 90 分だが途中 5 分の休憩を設

けて、 小学校 1 単位時間 45 分の 2 回分の時間を想

定し て授業を行っ た。 今回の授業は医学学習の導入

と なるよう 、 ①人体の各器官の名称と 位置について

理解を深めるも のと し 、 さ ら に②循環器系（ 心臓・

血管） に関する授業を実施し た。

　 VAS は、 左端を「 ぜんぜんおも し ろ く な かっ

た」 右端を「 さ いこ う におも し ろ かっ た」 と し た

100m m の線分を 書いた評価票を 用いて実施し た。

線分に印を付けさ せ、 左端から の距離（ m m） を測

定し 「 興味度スコ ア」 と し た。 同様に、 左端を「 ぜ

んぜんわから なかっ た」 右端を「 かんぺきにわかっ

た」 と し た評価票を作成し「 理解度スコ ア」 と し た。

　 VAS による評価は、 全体的な評価のほか、「 各器

官の名称と 位置の確認」「 血管のつく り 」「 心臓のつ

く り 」「 聴診器の使用方法」「 エコ ー検査のし く み」

の各分野について無記名で実施し た。 VAS の回答法

の説明は、VAS 評価票を配布後 1 分間口頭で行った。

結 果

　 参加児童は小学 6 年生 6 名（ 男子 4 名、女子 2 名）、

5 年生 7 名（ 男子 3 名、女子 4 名）、4 年生 5 名（ 男

子 3 名、 女子 2 名） の計 18 名であっ た。

　 VAS による評価に関し ては、 小学 4 年生 1 名は

記入方法の理解が不十分で 12 項目中 6 項目のみの

回答であっ たため、 解析から 除外し た。 また 5 年

生 1 名で 1 か所記入漏れが認めら れたほかは、 概

ね指示に沿っ た回答が行われていた。

　 全体的な理解度や興味度の学年ごと の検討では、

学年が上がるのに伴っ て「 理解度スコ ア」 が上昇す

る傾向が認めら れたが、 有意差は認めら れなかっ

た。 一方、「 興味度スコ ア」 は学年による差は認め

ら れなかっ た。 分野ごと の検討では、「 理解度スコ

ア」 には各分野で差異は認めら れなかっ たが、「 興

味度スコ ア」 では「 聴診器」 の学習が「 血管」「 心臓」

の分野と 比べ高いスコ ア を 示し た（ ｐ ＝ 0.020、

ｐ ＝ 0.048）。

　 授業を 見学し た教員から は、「 教具に体のパズル

を用いて各器官の名称と 位置を学ぶこ と は、 子ども

たちの興味を 高めるのに役立っ ていた」「 授業の進

行の合間で取り 上げる話題が、 医師でない教員には

思いつかない内容であっ た」「 児童の様々な質問に、

すぐ 回答出来る のは医療従事者の強みである」 と

いっ た意見が寄せら れた。

考 察

　 VAS の前身と な る ス ケ ー ルは 1921 年に 発表

さ れた「 Graphic Rating M ethod」 で、 1969 年の

Aitken や Zealley の研究以降、 気分や感覚を 評価

するのに用いら れるよう になっ た。 現在では医療分

野において、 特に疼痛の強度の数量化による 評価

などに多く 用いら れている。 さ ら に最近では、 VAS

を学習満足度の評価などに活用し ている例も 見受け

ら れるこ と から 、 今回は小学生にも VAS を用いた

授業評価が可能であるかを検討し た。 今回は短時間

での指示にも 関わら ず 4 ～ 6 年生の多く が指示に

沿っ た回答をするこ と が可能であり 、 評価項目をさ

ら に検討し ていく こ と で、 授業の評価指標と し て十

分有効に使用し う ると 考えら れた。 今後は同一の児

童の理解度の変化の評価にも 活用が可能であるかを

検討し ていきたい。

　 医学教育教材は小学 6 年生を 想定し て制作し て

いるが、 今回の検討においては自覚的な理解度や興

味度について学年によ る差異が認めら れず、 今回

実施し た医学学習の導入の授業は小学 4 年生から 6

年生まで幅広い学年を対象にするこ と も 出来る可能

性が示唆さ れた。 また、 最も 「 興味度スコ ア」 が高

かっ た「 聴診器」 の分野については、 今回の私立 N

小学校の授業では、 音声教材と 共に、 実際に各自が

聴診器を使用し て実習を行っ た。 し かし 公立小学校

では聴診器を全員で使用できる学校は限ら れている

ため、「 聴診器の使用法」 については映像教材を中

心に教材化を行っ ていく 予定である 。 実習を行う こ

と が出来なく ても 、 今回の授業で児童が示し た高い

興味度スコ アを低下さ せるこ と のない映像教材の制

作が必要である。

今後の展望

　 現在、 医学教育用教材を順次制作中であり 、 来年

度中に全ての教材を完成さ せる予定である 。（ メ ディ

カルイラ スト は株式会社彩考、 動画教材は株式会社

ダイ ナマイ ト に依頼。） また教材が完成し た分野か

ら 、順次研究協力校で出前授業を実施し 評価を行い、

教材の改良を図っ ていく 。

　 また、 今回、 見学し た教員の意見から は、 きめ細

かな指導案を作成する必要性が示唆さ れた。 児童の

疑問を投稿すれば、 その回答が得ら れると いっ た機

能を持っ たウェ ブサイト の運営で、 授業を支援する

事も 検討し ていきたい。
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初等教育における

医学教育プログラムの推進

～栄養教諭を中心として

家政学部 栄養学科　 澤田めぐみ ／ 家政学部 児童教育学科　 木村博人 

家政学部 児童教育学科　 長谷川　 望 ／ 短期大学部 栄養科　 塩入輝恵
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背景および目的　

　 近年、我が国では「 一億総活躍社会」 がう たわれ、

社会の様々な場面で女性の活躍が期待さ れている。

し かし 一方で、 女性は男性に比べて自尊感情が低い

こ と （ 岡田・ 小塩・ 茂垣・ 脇田・ 並川， 2015） や

抑う つ・ 不安（ 鈴木・ 嶋田・ 三浦・ 片柳・ 右馬埜・

坂野、 1997） などのスト レス反応が高いこ と が報

告さ れている。 その背景要因は様々であるが、 その

一つと し て、 性役割意識をはじ めと し た、 女性が社

会で生きる中で無意識的に抱いてし まっ ている 「 女

性であるこ と についての否定的な信念」 の影響が想

定さ れる。

　 そこ で本研究では、 青年期女性が抱える「 女性で

あるこ と 」 による制限やスト レスに対処するための

心理的介入プログラ ムの開発を目指す。 本年度は、

まず青年期の男女を対象と し た質問紙調査によっ て

女性の自己効力感の実態を検討し た上で、 女性であ

るこ と に関する様々な信念の特徴をテキスト マイニ

ングにより 明ら かにするこ と を目的と し た。

方 法

対象者

　 イ ンタ ーネッ ト 調査会社のモニタ ーに登録し てい

る 20 ～ 25 歳の大学生および社会人を対象と し た。

性別は、 女性約 600 名（ 共学大学生 200 名、 女子

大学生 200 名、社会人 200 名）、男性約 400 名（ 大

学生 200 名、 社会人 200 名） であっ た。

調査内容

　（ 1） 女性に対する 信念：「 女性と は、」「 女性が

でき ないこ と は、」 等の 19 の刺激語を 提示し て続

く 文章を自由に完成さ せても ら う 文章完成法、（ 2）

自己効力感： 一般性セルフ ・ エフ ィ カシー尺度（ 坂

野・ 東條、 1986） について web 上で実施し た。

倫理的配慮

　 調査会社の研究倫理的配慮・ 個人情報に関する説

明を十分に受け、 研究協力に同意し てモニタ ー登録

を行っ ている者に実施し た。 本調査実施時に、 改め

て本研究の概要、 研究協力は自由意思に基づき途中

辞退も 可能である等こ と を示し 、 同意し た者のみが

調査に回答し た。 なお、 本研究は東京家政大学研究

倫理委員会の承認を受けて実施し た。

結 果

青年期女性の自己効力感の特徴

　 調査者の属性による一般性セルフ ・ エフ ィ カ シー

尺度の違いについて 1 要因分散分析を行っ た結果、

有意な得点差は示さ れなかっ た（ F (4,995)= 1.12, 

n .s.）。

女性であるこ と に関する信念の特徴

　 文章完成法により 得ら れた自由記述について、 最

小単位の語に分解し （ 形態素解析）、 項目ごと に各

語の出現頻度を算出し 、 属性による比較を行っ た。

また、 抽出さ れた語がどう いっ た語と 共に記述さ れ

ているかを共起ネッ ト ワーク で確認し た。

① 女性と は

　 属性に共通し て「 男性」「 性別」「 美し い」「 強い」

などの出現頻度が高かっ た。 中でも 女性では「 強い」

「 美し い」 が多く 、 男性では「 特に（ なし ）」 も 多く

みら れた。 共起ネッ ト ワーク では、「 男性と 対の性

別の一つ」「 子ども を 産む存在」「 か弱く 守る べき

存在」「 美し く て強い」 などが示さ れた。 また、 社

会人女性では「 家事をする人」「 社会では弱い面を

強いら れる」 や「 毎日楽し く 過ごす」「 自由な存在」

など多様な特徴が示さ れた。

② 女性は社会において

　 いずれの属性でも「 必要」 の出現頻度が高かっ た。

男性では他に「 重要」「 活躍」「 特に（ なし ）」、 女性

では「 弱い」「 立場」 が多く みら れた。 共起ネッ ト

ワーク では、「 社会に必要で貢献できる存在」「 活躍

や進出の機会が少し 増えている」「 重要な役割を担

う 」 などがみら れた。 一方で、「 立場が弱く 下にみ

ら れる」「 性差別が多く て不利」「 不当な評価や扱い

を受ける」 なども 示さ れた。 社会人男性では「 優遇

さ れるこ と も 増えている」、 社会人女性では「 男性

と 平等に変わっ ていく 」 などの特徴も みら れた。

③ 男性と は異なる女性の力と は

　 共通し て多かっ たのは「 力」「 強い」「 母性」「 子ども 」

「 出産」 であっ た。 共起ネッ ト ワーク では、 属性に

共通し て「 妊娠・ 出産」「 細やかな気配り や他者を

癒す力」 がみら れた。 また、 女性では「 豊かで強い

心」「 精神的な強さ 」 も 示さ れた。

④ 女性なら

　 いずれの属性でも「 美し い」「 優し い」「 子ども 」「 産

める」「 家事」「 料理」 の出現頻度が高かっ た。 共起

ネッ ト ワーク では「 子ども を産む・ 産める」「 優し

く 気配り ができる」「 家事や料理ができる」が共通し 、

女性では「 美容や身だし なみに気を遣い、 見た目を

磨く 」「 言葉遣いに気を 付けて上品に振る舞う 」 な

どが示さ れた。 大学生男子では「 男性に頼る」、 社

会人男性では「 許さ れるこ と や得するこ と が多い」

と いっ た特徴も みら れた。

⑤ 自立し た女性と は

　「 自分」「 人」 が共通し て多く みら れた。 また、 社

会人男女と 大学生男子では「 強い」、 大学生女子で

は「 仕事」「 持つ」 の出現頻度も 高かっ た。 共起ネッ

ト ワーク では「 自分の意見・ 意思をも っ ている」「 仕

事も 家事も 両立できる」「 自ら 稼いで生活する」「 男

性に頼ら ずに経済的・ 精神的に自立し ている 」 など

がみら れた。

考察と 今後の展望

　 本研究結果から 、 青年期男女等の自己効力感に違

いはみら れないこ と が明ら かにさ れた。 また、 女性

と は、 妊娠・ 出産する存在であり 、 他者への気配り

や共感・ 癒し ができると いう 信念が示さ れた。 こ れ

ら は女性の強みであると 同時に、 社会から 期待さ れ

る役割と も 解釈でき る。「 女性なら 」 と いう 刺激語

で、 家事や料理ができ、 身だし なみや言葉遣いに気

を遣っ て美し く あるこ と と が示さ れたこ と も 同様で

あろう 。 また、 自立し た女性と し て「 家事と 仕事の

両立」 があげら れており 、 女性と 家事は切り 離せな

いも のと いう 信念が示唆さ れる 。 さ ら に、 女性は社

会に必要・ 貢献できる存在であり 、 徐々に活躍の場

が増えていると し ながら も 、 不当な扱いを受ける弱

い立場であり 、 男性から は「 女性だから と 許さ れた

り 優遇さ れている」 と いう 信念も あげら れた。 今後

は、 こ れら の信念の程度を測定する尺度を整備し 、

こ れら の信念と 精神的健康の関連について検討する

こ と が期待さ れる。
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Study Branding Business

青年期女子における

精神的健康の向上を目的とした

予防的プログラムの開発と効果の検討

人文学部 心理カウンセリング学科　 三浦正江 ／ 人文学部 心理カウンセリング学科　 平野真理 

人文学部 心理カウンセリング学科　 岡島　 義 ／ 人文学部 心理カウンセリング学科　 五十嵐友里

人文学部 心理カウンセリング学科　 井上俊哉

岡田　 涼・ 小塩　 真司・ 茂垣　 まどか・ 脇田　 貴文・ 並川　 努

（ 2015）． 日本人における自尊感情の性差に関するメ タ 分析　 パー

ソナリティ 研究， 24(1)， 49-60．

鈴木　 伸一・ 嶋田　 洋徳・ 三浦　 正江・ 片柳　 弘司・ 右馬埜　 力也・

坂野　 雄二（ 1997）． 新し い心理的スト レス反応尺度（ SRS-18）

の開発と信頼性・ 妥当性の検討　 行動医学研究， 4(1)， 22-29．

坂野　 雄二・ 東條　 光彦（ 1986）． 一般性セルフ・ エフィ カシー尺

度作成の試み　 行動療法研究， 12(1)， 73-82．
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背景および目的　

　 青年期の初期にあたる学生の食事状況が悪く 、 不

定愁訴が多いこ と については多く の報告がある 。 し

かし 、 両者の関連を栄養アセスメ ント まで観察し て

いる調査は少ない。 将来的に母体になる女子大生が

バラ ンスよい食事を摂取するこ と は重要である 。 そ

こ で、不定愁訴（ CM I 調査票） と 食事調査（ BDHQ

票）、 身体計測、 臨床診査（ 血液検査、 尿検査） に

よる栄養アセスメ ント を行い、 その関連要因を検討

する。 未病や健康増進にも っ ていく ための問題点を

明ら かにし て、 改善案を 提案する。 食事調査より

PFC 比率およ び摂取量を把握するだけでなく 、 亜

鉛（ 鉄、カルシウムなど） の微量元素にも 注目する。

こ れら の摂取には、 免疫能低下、 創傷治癒、 生活習

慣病（ 特に糖尿病）、 貧血などが関与する。 不定愁

訴と 臨床診査によるデータ を関連し て、 女子大生の

食事の摂取状況を明ら かにする 。 血液検査による亜

鉛の測定などにより 、 潜在的要因を持つ学生の特定

化を行い、 その食事指導を提案する。

方 法

　 栄養学科 4 年生 115 名、 児童学科 4 年生 44 名

に対し て、 BDHQ 調査と CM I 健康調査を 行っ た。

調査の時期は 2018 年 11 月～ 12 月。 研究の趣旨

を説明し 、 同意し ていただいた学生にのみ行い、 そ

れら の結果は、 本人に返却し た。 研究ブラ ンディ ン

グ事業の初年度は、 CM I 健康調査よ り 抜粋によ る

項目と 栄養量、 特にエネルギー、 たんぱく 質量と の

関連を主に検討し た。 今年度の予備調査結果より 、

来年度の研究の方向性を確認する 。

結 果

　 BDHQ 調査による本学 4 年生の 1 日平均栄養摂

取量を各学科別に表 1 に示し た。

両学科の平均身長と 体重は、 児童学科 157.8 ± 6.03

㎝、 50.93 ± 6.41 ㎏、 栄養学科 158.8 ± 5.38 ㎝、

50.77 ± 6.41㎏であった。

　 学生の摂取栄養量を日本人の食事摂取基準 (2015

年版 ) と 比較すると 、 エネルギー、 カルシウム、 鉄、

ビタ ミ ン B 1 および食物繊維量はやや低い値を示し

た。 ほぼ充足し ていると 考えら れる栄養素は、 たん

ぱく 質、 脂質、 ビタ ミ ン B 2 、 葉酸、 ビタ ミ ン C で、

食塩相当量は目標量より やや高い値を示し た。

　 栄養学科の学生は、 たんぱく 質、 脂質、 カ ルシウ

ム、 鉄、 レチノ ール当量、 葉酸の平均摂取量が児童

学科の学生より やや高い値を示し たが、 t 検定によ

る有意差検定では、 両学科学生の摂取量には違いは

なかっ た。 し かし 、 学科別に各栄養摂取量を基準値

に対する摂取割合でみると 、 たんぱく 質量およびビ

タ ミ ン A では、 児童学科で 80％に満たない人の割

合が栄養学科より 高く 、 逆に16 0％以上の摂取者は

栄養学科の学生で多かっ た ( 図 1)。 栄養学科で亜鉛

摂取が 50％以下であっ た 17 名のう ち、 7 名の協力

を得て血清亜鉛濃度の測定を実施し たと こ ろ 91.7

± 6.2 μg/dL で、 亜鉛濃度低値のも のは認めら れな

かった。

　 CM I 調査票で認めら れた消化器系の愁訴では「 食

べる と よ く おなかが張る 」 が児童学科学生 21 名

（ 48.8％） に対し 栄養学科 29 名（ 24.8％） と 、 児

童学科学生で多く 認めら れた（ ｐ ＝ 0.007）。 また、

便通の訴えの「 よく 下痢を する」 は児童学科 9 名

（ 20.9％） に対し 栄養学科 11 名（ 9.4％）、「 ひどい

便秘である」 は児童学科 4 名（ 9.3％） に対し 栄養

学科は 9 名（ 7.7％） であっ たが、 いずれも 有意差

は認めら れなかっ た。 便秘と 食物繊維摂取量の関係

をみたと こ ろ、「 ひどい便秘である」 と し た栄養学

科学生の 1 日の食物繊維摂取量は 9.68 ± 4.41g に

対し 、 ひどい便秘の訴えのない 107 名は 10.66 ± 

3.85g と 多かっ たが、 有意差はみら れなかっ た。 消

化器系以外では、「 夏でも 手足が冷える」 は児童学

科で 12 名（ 27.9％）、栄養学科で 36 名（ 30.8％）、

「 肩や首筋がよく こ る」は児童学科で 19 名（ 44.1％）、

栄養学科で 53 名（ 45.3％） と 多く 認めら れる訴え

であっ たが、 学科間で違いは認めら れなかっ た。 さ

ら に自覚症状と 栄養摂取量の関連について解析を

行っ ていく 予定である。

考察と 今後の展望

　 学生の栄養摂取量と 自覚症状の関連を みる こ と

で、 最も 元気である青春期の学生の QOL の維持・

向上に貢献できると 考える。 また、 今後はバラ ンス

の良い適切な食事の摂取を教育が自覚症状を少なく

する効果を検討し たい。
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Study Branding Business

大学生の不定愁訴と

食事状況の関連と 解決策の提案

家政学部 栄養学科　 峯木眞知子 ／ 家政学部 栄養学科　 太田一樹 ／ 家政学部 栄養学科　 澤田めぐみ 

家政学部 栄養学科　 関目綾子 ／ 家政学部 栄養学科　 田中　 寛 ／ 家政学部 栄養学科　 和田涼子

児童学科 栄養学科

該
当
者
割
合
（
％
）

ビタミ ンA

基準値に対する摂取割合
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図1　  各学科別学生のたんぱく 質およびビタミ ンAの

　 　   基準値に対する摂取割合

表1　 本学学生の1日の摂取栄養量

栄養素 単位 児童学科（ 4 4 名） 栄養学科（ 115 名） 青春期Ⅱ
＊
　 食事摂取基準

エネルギー （  kcal ） 1635 ± 497 1573 ± 401 1950

たんぱく 質 （  g ） 58 .0 ± 18 .3 62 .2 ± 20 .9 推奨量 50

脂質 （  g ） 49 .9 ± 14 .5 53 .7 ± 17 .3 中央値 54 .0

カ ルシウム （  m g ） 429 ± 153 461 ± 195 推奨量 650

鉄 （  m g ） 6 .6 ± 2.1 7 .0 ± 2.6 推奨量 10 .5

レ チノ ール （ μg RAE ） 590 ± 287 669 ± 339 推奨量 650

ビ タ ミ ン B1 （  m g ） 0 .7 ± 0.2 0 .7 ± 0.3 推奨量 1.1

ビ タ ミ ン B2 （  m g ） 1 .1 4 ± 0.33 1 .16 ± 0.43 推奨量 1.2

葉酸 （ μg ） 281 ± 115 303 ± 125 推奨量 240

ビ タ ミ ン C （  m g ） 101 ± 56 106 ± 52 推奨量 100

食物繊維 （  g ） 10 .0 ± 4.2 10 .5 ± 3.8 目標量 18 上

食塩相当量 （  g ） 8 .5 ± 2.2 8 .4 ± 2.1 目標量 7.0 下

＊食事摂取基準（ 2015 年版） 身体活動レベル　 普通として表示
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背景および目的　

　 子育て世代と 言われる 20 代、 30 代、 40 代は仕

事や子育てに多く の時間が割かれ、 さ ら に、 女性の

出産年齢の高齢化から 加えて介護を抱えるこ と も 少

なく ない。 自身や家族の健康が気になり ながら も

日々の生活に追われているのが現状である 。 こ の時

期の生活習慣が後年の生活習慣病に与える影響は大

きく 、 忙し い日常生活の中でも 健康を支える食生活

を整えるこ と は生活習慣病の予防以外にも 子ども の

食育の観点から も 重要な課題である 。 特に子育て世

代は朝食、 夕食は家庭内でと るこ と が多く 、 先行研

究でも 食事作り への悩みと し て献立に負担を 感じ

る、 料理に義務感を 感じ るこ と が報告さ れている。

本研究では子育て家庭の健康を支援するために、 今

年度は食事作り へのアン ケート を 実施し 、 課題や

ニーズを抽出するこ と と し た。

方 法

　 調査対象者は、 東京都、 千葉県、 埼玉県、 神奈川

県在住で長子が小学生以下の 20 代から 50 代の男

女 618 名と し 、 調査はイ ンタ ーネッ ト リ サーチ会

社を通し て W EB 調査を行っ た。調査項目と し ては、

「 食事作り 」 を 食材の買い物、 調理、 食事、 片付け

の一連の行動と 定義し て、「 食事作り への満足感」、

「 面倒なこ と 」、「 改善し たいこ と 」、「 調理状況」、「 行

事食、郷土料理の実施状況」、属性と し て「 勤務形態」

「 同居人数」 等をたずねた。 調査の主旨と 目的、 個

人情報保護に関する説明文を提示し 、 同意の得ら れ

た人を対象にし た結果について Quick-CROSS3 に

よる集計と 自由記述については見える化エンジンに

よるテキスト マイ ニング分析を行っ た。

結 果

　 調査対象者 618 名の内、 男性 91 名、 女性 527

名で共働き（ パート 、 ア ルバイ ト 含む） 309 名、

片働き 309 名であっ た。 今回は紙面の都合上、 勤

務状況に分けず、 調査対象者全体での集計結果につ

いて報告する。 食事作り への満足度についての結果

を表 1 に示し た。「 どちら と も いえない」、「 あまり

満足し ていない」、「 満足し ていない」 と 答える人は

買い物（ 32.2％）、 調理（ 51.7％）、 食事（ 42.1％）、

片付け（ 52.0％） であり 、 調理や片付けへの満足

度が低かっ た。 具体的にそれぞれの工程で面倒に感

じ るこ と 、 改善し たいこ と は、 買い物では「 家計を

考えながら 買い物をする」、 調理では「 野菜の皮を

むく こ と 」、「 食材を切るこ と 」、「 ごみがでる」、 食

事では「 品数（ メ ニュ ーを考える）」、「 家族の嗜好

性（ 好き嫌い）」、 片付けでは「 食器、 調理器具を洗

う 」 と いう 選択肢への回答が多かっ た。 さ ら に意見

を抽出するため自由に回答し ても ら っ た。 得ら れた

記述をテキスト マイ ニング分析し 、 マッ ピングに表

し た（ 図 1、2）。 調理においては料理のレパート リ ー

が少ないこ と 、 子ども が小さ いために時間がかかる

こ と など「 時間」 や「 レパート リ ー」 と いっ たキー

ワード が多く 見ら れた。 片付けにおいては洗い物が

多いこ と 、 面倒であるこ と 、 時間がかかると いう 意

見が多く 、 食洗機が欲し いと いう 家事負担軽減への

意見も 多かっ た。

考 察

　 今回の調査より 子育て家庭は調理や片付けへの課

題が多く 、 特に食事作り への時間が十分に割けない

こ と 、 調理のレパート リ ーが少ないこ と 、 洗い物の

負担であっ た。 それら を解決する方法と し て、 こ れ

まで東京家政大学では 2004 年より 東京ガス（ 株）

と の共同研究においてエコ ・ ク ッ キングに関する研

究や 2013 年より 北区と の包括協定において、 家庭

内のごみ減量リ デュ ースク ッ キングの普及を行っ て

きており 、 その知見を利用するこ と が挙げら れる。

例えば、 野菜の皮でむく 必要のないも のはむかずに

調理する、 調理時間が短縮できるよう な調理器具や

調理操作を導入するこ と で時短や省エネ、 ごみの減

量にも つながり 課題解決につながるのではないかと

言える。また、洗い物を減ら す工夫と し てワンプレー

ト に主食、 主菜、 副菜を盛り 付けるこ と で、 食器の

数が減るので、 そのよう な盛り 付けを入れたレシピ

提案をするこ と も 良いのではないかと 思う 。 忙し い

中でも 今回の調査で「 食事作り で心がけているこ と 」

の上位はおいし いこ と （ 84.1% ）、 栄養のバラ ンス

（ 61.2% ）、 家族そろっ ての食事（ 42.6% ） と 答えて

おり 、 それら も 担保できるよう な研究成果を提供し

ていきたいと 考えている 。

今後の展望

　 次年度以降は今回の結果を踏まえ、 調理や片付け

の負担を軽減するよう な調理器具や調理方法、 盛り

付けの選択によっ てガス、 電気、 水、 ごみ、 調理時

間の削減が可能であるこ と に加えて、 栄養素の残存

率、 機能性の変化、 レシピ作成、 講習会などを行っ

て子育て家庭の満足度の変化を追跡するこ と を考え

ている。

05 
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Study Branding Business

子育て家庭の健康を

支援する食事作りの提案

家政学部 栄養学科　 赤石記子／ 家政学部 栄養学科　 加藤和子／ 家政学部 栄養学科　 海老塚広子

表 1　 食事作りの満足度（ ％）

図 1　 満足していない点【 調理】 図 2　 満足していない点【 片付け】

単一回答（ n=618） 満足し ている
まあ

満足し ている
どち ら と も
いえない

あまり
満足し ていない

満足し ていない
こ の工程は
し ていない

買い物　 a
12.6 　
b,c,d

55 .0 
b,c,d

20.4 
　

9.2 
　

2.6 
　

0 .2  
　

調理　 　 b
7.0 
　

41 .4 
　

26.1 
a

20 .9 
a,c

4 .7 
a,c

0 .0  
　

食事　 　 c
9.7 
b

48 .1 
b ,d

25.6 
a

13 .6 
a

2 .9 
　

0 .2  
　

片付け　 d
8.3 
　

39 .6 
　

24.8 20 .6 
a,c

6 .6 
a,c

0 .2  
　

p < 0.05

嫌いだ(2)

ワンパターン(2)

得意だ(否)(3)

増やす(3)

調理する(3)

少ない(14)

凝る(2)

作る(否)(3)

小さい(5)

足りる(否)(2)

かける(4)

かかる(28)

取る(否)(5)

かける(否)(4)

子ども (18)
料理(20)

時間(否) (29)

面倒(26)

レパートリー(21)
時間(57)

かかる(16)

かかる(2)

面倒だ(4)

苦手だ(2)
好きだ(否) (2)

欲しい(9)

多い(4)

食洗機(16)

洗い物(18)

片付け(18)

時間(19)
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背景および目的　

　 子育て世代をめぐ る社会は複雑化し 、 虐待、 子育

ての孤立等が社会的な問題と し て、 取り 上げら れて

おり 、 育児スト レスが高い場合は虐待につながると

の報告も ある。

　 本研究の目的は、 東京家政大学狭山校舎の所在地

である人口約 15 万人（ 年少人口 約 11.5％） の製

造業の盛んな狭山市在住の子育て世代を 対象と し

て、 安心し て育児に向き合う こ と が出来るよう 、 親

と 子の両面から 支援を行う 。

　 狭山校舎には、 看護学科、 リ ハビリ テーショ ン学

科、 子ども 支援学科、 放課後等デイサービス（ つく

し ） があり 、 保健師、 助産師、 看護師、 障害のある

子ども や親を支援する専門家等を有し ており 、 妊娠

期から 児の誕生にかけて切れ目なく 、 支援のできる

メ ソ ッ ド がある。 様々なニーズを持つ親と 子を対象

に、 社会と のつながり が変化する中での親子の場所

づく り 、 離乳食や幼児食などの具体的な育児方法の

提案、 子育て中の親子のスト レスの緩和につながる

リ ラ ッ ク ス法など、家政大メ ソ ッ ド と し て提案する。

教職員、 在学生、 地域住民が一体と なっ て実践し 、

その効果を検証する点が特色である 。

方 法

　 イ ンタ ビュ ー調査協力のチラ シを配付し 、 同意の

得ら れた本大学の子育て支援施設、 養護施設の保護

者 13 名に半構造面接を用いて、 イ ンタ ビュ ー調査

を実施し た。 インタ ビュ ーの内容は、 子育てへの思

い、 子育てのやり がい・ 困難感、 子育ての工夫、 本

大学の施設を 選んだ理由、 今後、 期待する支援や

サービス等と し た。

結 果

　 協力者は全て母親であった。 インタ ビュ ー時間は、

32 分～ 65 分、 子ども の年齢は生後 6 ヶ 月から 13

歳であった。

　 語ら れた内容は、 子ども の友人関係や人間関係、

集団生活、 利用し ている資源、 子ども が病気の時の

預け先、 子ども の将来について、 家族関係について

であり 、子育てへの不安、心配なこ と が非常に多かっ

た。 また、 12 名が、 子育てを理由に働き方を変え、

退職も し ていた。 し かし 、 不安や心配なこ と がある

中でも、 自ら 解決方法を見つけ、 子育て、 子ども が

成長し ていく こ と について、 前向きにと ら えている

母親も多かった。

　 以下はインタ ビューの一部である 。

・  こ の状態に満足し て子育てをし ています。

県から 育児チケッ ト みたいなのを も ら っ

て、 それを使っ て、 助産師のケアを受けら

れるのがあって、 利用し まし た。

・  あと 臨床心理士さ んから 聞いた「 子どもの

心理っていう のはこ う いう 感じ で、 そう い

う と きは、 お母さ んは大体こ う いう ふう に

なる」 と 。「 そう いう と き はも う 諦めてく

ださ い」 みたいな。「 も う どう し よう も な

いから、 も う そう いう と きはお母さ んも 一

緒に泣く んでいいです」 みたいな。 なんか

そう いう ので、 私は専門家から 聞いた方が

納得するタ イプだから すっ きり し て、 また

辛く なったら利用し ています。

　 本大学の施設を利用する理由と し て、 大学の中に

ある施設のため、 教育的役割を期待し ていた。 今後、

期待する支援やサービスでは、 親子が自由に語れる

居場所のよう なも のから 、 具体的な、 子ども と の関

わり かた、 子ども と 体験できるも のと いっ た内容で

あっ た。 さ ら に、 母親自身が身体のケアをできるよ

う な支援を望むと いった発言もあっ た。

考 察

　 乳児期の子を持つ場合、 子ども の成長や母親の身

体面が多く 、 幼児期では集団生活への適応、 子ども

同士の人間関係、 小学校に関する内容が多かっ た。

子ども が学童期になると 、 友人関係、 地域と の関

係、 学習に関するこ と が多かっ たこ と から 、 母親た

ちの育児への不安や困難感は、 子ども の年齢と と も

に変化し ていると いえる。 また、 母親たちは、 子ど

も の成長に応じ て、 自ら の身体への関心から 、 子ど

も と 社会と の関係性へと 広がり がみら れていると 考

える。 　 　

　 今後は、 本大学の特性を生かし 、 様々なニーズを

持つ親と 子を対象に、 社会と のつながり が変化に応

じ た支援を提案し ていく こ と が必要である 。

今後の展望06 
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Study Branding Business

子育て世代の健康な生を支える学

―親になるプロセスを支える学の構築―

健康科学部 看護学科　 藤田藍津子 ／ 健康科学部 看護学科　 玄番千恵巳 ／ 健康科学部 看護学科　 今留　 忍

人文学部 教育福祉学科　 田中恵美子

2019 年

2020 年

●アンケート 調査

●プログラムの開発

●プログラムの実施・ 評価

●東京家政大学メソッド の発信

狭山市の

子育て世代

対象

狭山市の

子育て世代

対象
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背景および目的　

日本は菌類の多様性が非常に高い。 当研究室では

日本国内で分離さ れた糸状菌・ 担子菌を 約 17000

株使用できる。 各種の培養条件を変化さ せるこ と で

生成さ れる化合物のバリ エーショ ンを増やすこ と が

可能である。 さ ら に、 植物や食品、 微生物などの水

生生物、陸生生物が作り 出す二次代謝物（ 化合物）は、

ヒ ト の生（ Life） と 深く 関わる薬・ 農薬・ 化成品な

どへ応用可能であり 、 未知生物が作り 出す化合物は

様々な応用が期待できるも のである 。 そこ で、 本研

究提案では、 高齢化に伴い生じ る様々な病気や、 美

容、 健康に資する新規化合物を探索するこ と で、 よ

り 良いヒ ト の生（ Life） の構築を目指すこ と を目的

と する。

方 法

初年度は、 こ れまでに構築さ れた 46267 サンプ

ル超の培養抽出液を用いた、 抗菌、 抗カビ、 ヒ ト 培

養細胞等の生育阻害試験データ 、 および毒性チェ ッ

ク データ を得ているが、 本研究ではまず初めに、 こ

れら の抽出液サンプルの UV 励起による蛍光測定を

実施し た。 サンプルは 96 穴プレ ート に 20 菌株の

4 培地による培養抽出液が合計 80 サンプル存在し 、

そのよう なプレ ート が合計 500 枚超存在する。 こ

れら すべてに短波長 UV を照射し 、 蛍光スポッ ト を

色調別、 強度別に評価し た。

結 果

46267 の培養抽出液中、 UV 励起によ り 蛍光を

有するサンプルは 1545 存在し た（ 3.3％）。 こ のサ

ン プルのう ち蛍光強度が 3 ＋で赤色 =5, オレ ンジ

=12, 黄色 =8, 黄緑 =45, 緑 =3, 水色 =30, 青 =10

のサンプルを確認するこ と ができた。 また、 用いた

微生物のう ち、 真核生物である Cand id a alb icans

（ 分裂酵母） と Kluyverom yces frag ilis （ 酵母） に

対し て抗真菌活性を有し 、M icrococcus lu teus  （ グ

ラ ム陽性菌） やM icrococcus lu teus  （ グラ ム陽性

菌） またはEscherich ia co li 　（ グラ ム陰性菌） や

Com am onas terrig ena （ グラ ム陰性菌） に対し て

は細胞死活性を示さ ず、 ヒ ト 培養細胞に対し ても 毒

性および細胞死活性がないも のを選択し た結果 24

株の抽出液が抗菌活性物質を有し 蛍光を有するこ と

が判明し た。

考 察

初年度は抽出物ラ イブラ リ ーの中で蛍光を指標と

し たデータ を取得し た一つの理由に、 その後の精製

プロ セスを 簡易に行う こ と を 想定し てのこ と であ

る。 当然、 ヒ ト 癌細胞でのアポト ーシス亢進活性物

や免疫抑制活性剤、 各種生体酵素阻害剤などの活性

物探索において無色透明化合物も 対象ではあるが、

構造解析を最短で行う ための一つの指標と し て本年

度は蛍光データ の取得を行っ た。 次年度は各種アッ

セイ を構築し 、 そのフ ィ ージビリ ティ ースタ ディ ー

を実施するこ と で、特許性化合物取得を目指し たい。

今後の展望

　 微生物天然物化学は菌や放線菌などが生産する二

次代謝産物（ 化合物） を、 医薬品や農薬、 化成品な

どに応用する研究である。 古く から 微生物のダイ

バーシティ ーを広げてサンプリ ングし 、 化合物のバ

ラ エティ ーを確保するこ と が求めら れている 。 し か

し ながら 同じ 微生物を違う 培地で生育さ せると 生産

さ れる代謝物構造に違いや生産性に違いが生ずるこ

と から 、 多数の培養方法で代謝物をサンプリ ングす

るこ と でダイバーシティ ーに対応し てきた歴史があ

る。 最近では、 異なる 微生物で共培養を 行う こ と

や、 薬剤処理などにより 最終産物のバラ エティ ーを

確保する研究、 遺伝子改変により 生合成経路を変化

さ せるこ と でバラ エティ ー確保をする研究も 盛んで

ある。

　 さ て、 菌類に感染する ウイ ルスはこ れまで 5 ～

10％程度と 考えら れていた。 当研究室では糸状菌

類に感染する新規ウイ ルス探索も 行っ ているが、 こ

れまでの知見と は異なり 70％以上の菌類に何ら か

のウイ ルスが重複感染し ている こ と を 見出し てい

る。 ウイルスは感染により 病徴を呈するも のや、 一

見し て表現形質になんら 影響のないも のも あるが、

宿主生体内での生合成経路にどのよう な影響を与え

ているのかについて詳細に解析し た例は少ない。 微

生物二次代謝産物のバラ エティ ー確保が、 各種アッ

セイ から 新規化合物を発見できるためには、 より 多

く のメ タ ボラ イト がバラ エティ ーをも っ て生産さ れ

なければなら ない。 本研究では既にある抽出液ラ イ

ブラ リ ーから 、癌抑制物質やアポト ーシス誘導物質、

各種酵素阻害剤、 抗菌・ 抗カ ビ物質を得るこ と を目

標と し ているが、 ラ イブラ リ ーのも つポテンシャ ル

を高めるこ と も 重要な研究である。そこ で、各種アッ

セイ と は別に、 ウイルス感染し ている糸状菌のウイ

ルスフ リ ー株の作出を行い、 感染株と 非感染株と の

代謝物に違いが出るのかを 、 メ タ ボローム解析によ

り 検証するこ と も 必要と 考えている 。

　 壮年期には様々な病気に加え、 若さ を保つ仕組み

の解明、 健康に生きるための知恵など様々に解決し

なければなら ないこ と があるが、 本研究では微生物

由来の低分子化合物により 貢献でき る成果を あげ

るこ と を目標に、 2 年目はフ ィ ージビリ ティ ースタ

ディ ーを広範囲に行う こ と で結果を出せるよう に努

力し たい。
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Study Branding Business

豊かなLife（ 生）実現のための、

環境微生物由来の二次代謝産物（ 化合物）

の活用に関する研究

家政学部 環境教育学科　 藤森文啓 ／ 家政学部 環境教育学科　 池田壽文

微生物（ カビ・ キノコ）

医薬品応用

抗ガン剤・ 免疫抑制剤

肥満抑制物質など

生活品応用

蛍光発光化合物

化成品応用物質など

食品応用

醗酵菌のウイ ルス

味や機能性の改変

ウイ ルスの正負両面

での活用

C h e m ic a l Hunting V ir u s  Hunting

壮年期の豊かな Life（ 生） の実現
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背景および目的　

　 生活習慣病の一つである高血圧症は 50 代以降の

日本人にと っ て最も 注意を払う べき疾患の一つと い

われている。 特に日本人の食習慣から 塩分量の多い

食事が好まれてきた。 塩分量を抑えるこ と が高血圧

症予防及び治療に重要であるこ と は言う までも ない

が、なかなか食習慣を変えるこ と は難し い。 そこ で、

塩分量を減ら し ても 塩分量が減じ ら れたこ と を実感

し ないよう な食事を開発するのはどう かと いう アイ

デアから 本プロジェ ク ト がスタ ート し た。

方 法

　 塩分を減じ る代わり に、 塩分を実感できる香気成

分を食品に添加するこ と によっ て、 普通食と 同様の

塩分感覚を実感できる食品を開発する 。

　 即ち、 塩分を実感できる食品と し て「 味噌」 を採

用し 、 こ の味噌の香気成分を水蒸気蒸留により 集め

る。 味噌の香気成分は蒸留さ れた水の中に回収さ れ

る。 こ の回収液を減塩味噌汁に添加するこ と によっ

て従来の味噌汁と 同様な味噌汁を 味わう こ と がで

きる。

結 果

　 味噌の水蒸気蒸留回収液をそのまま、 口に入れて

評価すると 味噌の感覚が口の中に広がる 。 こ の液は

蒸留液なので 100％塩分はカ ッ ト さ れている はず

である。 し かし 、 味噌の感覚と 同時に塩味も 実感で

き る。 本来味は香り と 共に感じ ているも のであり 、

場合によっ ては鼻をつまんで食すると まっ たく 味を

感じ ない場合も ある。 においは味にと っ て重要な一

要素なのである。 現在、 味噌汁の味噌量と 添加する

香気成分量の調整を行っ ている段階である 。 味噌汁

については、 あたたかいも ので試し たいと こ ろでは

あるが、 香気成分なので高温によっ て揮発し てし ま

う 可能性がある。 冷汁のよう な形態も 考慮し て開発

を進めたいと 考えている。

考 察

　 我々の五感で感じ ら れる感覚は、 本来全て脳で感

じ ら れるも のである。 従っ て、 日本人特に味噌をよ

く 摂取するヒ ト は味噌が塩辛いも のだと いう 潜在的

な意識が働いている。 そのため、 味噌の香気成分だ

けでも 塩辛いと 誤認し てし まう 可能性がある 。 今回

開発し よう と する食品はこ の誤認を逆に利用するも

のである。 現在の結果から 考えると 、 こ の戦略に間

違いは無さ そう である。

今後の展望

　 確立さ れた方法で、 官能評価を実施する。 光脳機

能イ メ ージング装置を利用し て、 塩味を誤認し てい

る脳の様子を可視化するこ と にチャ レンジする 。
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Study Branding Business

香気成分の添加による

新たな減塩食の開発

家政学部 栄養学科　 佐藤吉朗 ／ 家政学部 栄養学科　 澤田めぐみ ／ 家政学部 栄養学科　 峯木眞知子

２ 次元画像化の原理

光脳イメージング装置
LABNIRS

脳機能計測中

塩味を誤認している脳の様子を可視化

生体の窓： 生体を透過しやすい波長域 ヘモグロビンの呼吸スベクト ル

各チャンネルのトレンド グラフ 各チャンネルをカラー表示 補間処理

　 な お本年 2 月付で、 本学に光脳イ メ ージン グ

装 置 LABNIRS（ ラ ボ ニ ル ス ） の 導 入 が 決 定

し 、 本研究の一層の進展が期待さ れて いる 。 脳

機能の解析には従来よ り 、 脳波、 fMRI、 PET な

ど 種々の技術が用いら れて き た が、 今回、 導入

が 決 定 し た 近 赤 外 光 脳 機 能 イ メ ー ジ ン グ 法

LABNIRS は、 生 体 透 過 性 の 高 い 近 赤 外 光

を 用いて 脳機能を 無侵襲で 計測する も ので、 自

由度の高い脳機能研究を 実施する こ と が可能に

なる。 本研究ではま ず LABNIRS を 用いて各種の

感覚刺激に対する脳の活動を 評価し 、 各種官能評

価と の関連を 明ら かにする。 こ れによ り 、 好まし

い味、 食感、 香り などの指標を 見出し 、 客観的な

食の評価を 行う 。 さ ら にこ れを 活用し て香気を 利

用し た新たな減塩食、 視覚効果を 利用し た低カ ロ

リ ー食を 開発を 推進する。

　 ま た、 LABNIRS によ り 新たな 認知機能改善ト

レ ーニングの開発、 音楽演奏・ 鑑賞さ ら に作曲時

の脳機能の解明など、 新たな研究の展開も 予定さ

れている。
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背景および目的　

　 遺伝子を超高感度で迅速に診断できる機器の開発

は、POCT 分野で QOL 向上が期待できるこ と から 、

ヒ ト の生（ Life） の多様なステージを支える一手法

と し て有効である。 具体的には、 ⅰ） 極微量の標的

遺伝子（ ウィ ルスや m iRNA など） の効果的な捕捉・

濃縮技術、 ⅱ） 極微量の標的遺伝子を検出できる超

高感度認識技術、 ⅲ） 上記 2 つの技術開発に資す

る機能性素材およびその技術基盤、 の開発である。

我々は、 上記 3 つの技術開発を 実施し 、 その集合

体と し ての「 PCR 増幅を 必要と し ない動的遺伝子

解析装置」 の開発を行う 。

方 法

　 本年度は 1 年次にあたり 、 本テーマを 遂行する

研究体制を 整えるこ と と 上記 3 つの技術を 開発す

るこ と を並行し て実施し た。 すなわち、

①　  遺伝子診断装置開発を最終的な目標と し て電子

機器メ ーカ ーと の共同研究体制を整える 。

②　 遺伝子診断装置のプローブ開発に利用する人工

機能核酸の候補を絞り 込む。

③　 ②で絞り 込んだ人工機能核酸を用いてプローブ

を開発し 、 遺伝子を効果的に捕捉・ 濃縮可能な

技術（ 前述ⅰの技術） を開発する。

④　 電子機器メ ーカーと と も に感度認識技術（ 前述

ⅱの技術） の開発を始める。

結 果

①　 共同研究体制の整備……板橋地域の自動車部品

メ ーカ ー（ 東証 1 部上場企業） と 技術協力す

るこ と になっ た。 共同研究先は自動車・ 半導体

検査・ 携帯端末・ 先端医療機器の電子部品設計・

製作を主事業と する企業で、 今回の遺伝子診断

装置開発に必要な感度の高いセン サーを 開発

するこ と ができる。 本研究者はセンサーと し て

使用する プローブの開発を 行う こ と ができ る

ので、 効果的な共同体制を構築できた。 また、

こ の体制が板橋地域で完結し ているこ と から、

地域貢献と いう 意味でも 意義深い。

②　 人工機能核酸の絞り 込み……センサーに使用す

るこ と と 遺伝子を 認識するこ と が基本的要件

と し て存在する ので、 天然の DNA/RNA を 使

用するこ と は困難であっ た。 その理由は DNA/

RNA が酵素分解を 受けやすいと か物理的に

分解さ れやすいと 言っ た欠点がある ためであ

る。 今回、 その欠点を補う 人工機能核酸と し て

PNA（ ペプチド 核酸） を選択し た。

③　 遺伝子を効果的に捕捉・ 濃縮可能な技術（ 前述

ⅰの技術） の開発……極微量の標的遺伝子を効

率よく 捕捉する新規性のある技術を 発明し た。

当初 2 年次に特許基礎出願を する 予定であっ

たが、 前倒し をし て 1 年次に基礎出願し た。

④　 感度認識技術（ 前述ⅱの技術） の開発……セン

サーの基本設計を共同研究先と 行っ た。 その結

果、 極微量の標的遺伝子を感度良く 検出する新

規性のある技術を 発明し た。 当初 2 年次に特

許基礎出願をする予定であっ たが、 前倒し をし

て 1 年次に基礎出願し た。

考 察

　 当初予定し ていた①～④の年次計画は順調に進ん

だ。 また、③と ④に関し ては技術的な進展が見ら れ、

1 年前倒し で特許基礎出願を果たし た。

　 し かし ながら 、技術開発が終了し たわけではなく 、

あく までも 新規性のある技術開発ができたと いう 段

階であるので、 特許公開までに更なる技術開発を実

施し て、特許内容の完成度を高めていく 必要がある 。

こ の件に関し ては、 共同研究先と 共に連携を強化し

て進めていきたい。

　 同時に、 今回出願し た内容の特許性を確実なも の

と するために、 第三者による技術評価を受けるこ と

が望まし い。 特許権利化がなさ れた後でのラ イ セン

シン グを 想定すると 、 現段階で方向性の修正を す

べきである。 そのために、 今回使用し た PNA の発

明者に技術評価を 受ける のが適切である と 考えて

いる。

今後の展望

　 当初 2 年次（ 2019 年度） 前半に予定し ていた③

と ④に係る特許基礎出願は 1 年次（ 2018 年度） に

前倒し て完了し た。 2 年次（ 2019 年度） は、 1 年

後の特許公開を見据えて、 特許内容の充実を図っ て

いく 。

　 同時に、 共同研究先が開発する遺伝子センサーの

基本設計が終わっ た後で、 モデル遺伝子を用いた真

贋判別の高感度化を実施する。 アッ ト モルレベルの

検出感度を目標と する。
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Study Branding Business

QOL（ Quality of Life： 生活の質）向上を

実現するための、超高感度で迅速な

遺伝子診断装置の開発に関する研究

家政学部 環境教育学科　 池田壽文 ／ 家政学部 環境教育学科　 藤森文啓 ／ 家政学部 栄養学科　 峯木眞知子

＊ ③と④に関する特許出願番号や内容詳細などについては、

特許公開まで非公開にします。

血液中から目的の遺伝子

のみを捕捉する技術

極微量の遺伝子を

認識可能な技術

東京家政大学 共同研究先

「 PC R 増幅を 必要としない動的遺伝子解析装置」 の開発

Q O L 向上が期待できる

D N A

PN A

素材としての天然核酸の欠点

❶分子認識能力にあいまいさを伴う

❷分解酵素に対して脆弱である

❸人工的に加工して高機能化し づらい

人工核酸 PNA の特徴

❶高い分子認識能力を有する

❷分解酵素に対して耐性がある

❸人工的に加工して高機能化し やすい

生体内での使用に限界がある

生体内で安定的に利用できる

生体内で利用可能な

素材への転換



2322

 

研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業 

10

背景および目的　

　 本研究の目的は、 働く 知的障害者（ 壮年期） に対

し 、 食改善の機会及び場を通し て、 持続的な地域生

活の実現を目指すこ と にある。 厚生労働省
＊
 の資料

によれば、 障害別の施設入所割合は知的障害者が最

も 高く （ 11％）、 在宅で暮ら す知的障害者の 9 割以

上が親と 同居し ている（ 92％）。 すなわち、 親と の

生活の破綻後施設入所と いう 過程が断ち切ら れてい

ない。 個々の自己実現、 施設から 地域へと いう 政策

が目指す方向、 どちら も が可能になるには、 一定年

齢で親元を離れ、 グループホーム（ 以下 GH） を含

む地域生活が保障さ れるべきである 。 食の確保は地

域生活の開始と その継続の重要な柱と なる 。

方 法

　 知的障害のある女性 9 名（ 支援者 3 名程度） と

社会福祉演習（ 田中） 履修者 16 名がバディ を組み、

①食物摂取頻度調査 FFQg の実施

② 3 回の食事会実施、 アンケート 実施

③ 最後の食事のレシピを参考に自宅で作成、 感想と

写真の提出を行っ た。

　 今回は②、 ③の報告を行う 。

結 果

　 食事会について、 ①と ても 楽し かっ た（ 55.6％）、

②楽し かっ た（ 44.4％）。 その第一の理由と し て①

学生と 一緒に食事や作業を し た（ 55.6％） こ と が

挙げら れた。 こ れまで食事について②気を付けてい

た（ 33.3％） と ③それほど 気を 付けていなかっ た

（ 33.3％）。 今後、 食事会をきっ かけに料理をし たい

と ①と ても思う（ 33.3％）、②まあまあ思う（ 55.6％）、

食事のバラ ンスを ①と ても 意識する よう になっ た

（ 44.4％）、まあまあ意識するよう になった（ 44.4％）。

考 察

　 食事会に対する満足度は高く 、 学生と の会食が意

欲向上に効果をも たら し たと 考えら れる 。 各自の感

想は大変すばら し く 、 包丁やガスの使用を禁じ ら れ

ている人はキッ チンばさ みやホッ ト プレート を使用

するなど工夫も みら れた。 また支援者の手を借り な

がら GH 全員の食事を用意するなど、 意欲的に取り

組む例も あっ た。 こ の試行によっ て、 食を意識する

よう になっ た人も 多く 、 自ら の力で食事作り を楽し

んで行う 素地ができたと 考える 。

今後の展望

　 今後は調理実習、 GH での食事調査を実施し 、 個

人・ GH 向けレシピの考案を行う 。
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Study Branding Business

健康的な食を通した持続的な地域生活を

実現するための支援システムの構築

－働く 障害者の食改善を取り掛かりとして－

人文学部 教育福祉学科　 田中恵美子 ／ ヒューマンライフ支援センター　 内野美恵

＊ 厚生労働省　『 平成 28 年生活のしづらさなどに関する調査』

及びホームページ https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/dl/

seikatsu_ chousa_ b_ h28_ 01.pdf

食事会は 3 回行い、 最後の会に食べたものを自宅で作ってみ

るという 課題を行った。

2018年10月6日　 第1回食事会

2018年12月8日　 第3回食事会

https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/dl/
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背景および目的　

　 ハイキングやインタ ーバル速歩のよう な運動負荷

の低いスポーツが高齢者の身体作り の方法と し て提

案さ れており 、 発汗や降雨などによっ て衣服が湿潤

する危険に晒さ れていると いえよう 。 衣服の湿潤は

着用快適感を損なわせるだけではなく 、 身体に貼り

付く こ と によっ て動作性を低下さ せて身体の運動機

能性を損なわせ、 過度な体温調節反応を身体に課す

こ と になる。 衣服素材・ 衣服の湿潤が身体の体温調

節反応に及ぼす影響は大きい。 また、 経験的に湿潤

し た衣服を着続けるこ と による皮膚摩擦・ 皮膚刺激

は無視できず、 湿潤衣服の皮膚刺激性についても 明

ら かにする必要があると 考えるに至っ た。

方 法

　 高齢者用衣料品の湿潤による快適性と 動作性の変

化を 測定し た。 綿と 吸汗速乾加工ポリ エステルの

シャ ツを湿潤さ せ、 こ れら を着用さ せて一定間隔で

肩をまわす作業を行っ たと きの肩皮膚温と 三角筋の

筋電位、着用感と 動作性について官能評価を行っ た。

結果と 考察

　 肩皮膚温は湿潤衣服を着用し て肩まわし 動作を行

う こ と により 、 どちら のシャ ツでも 有意に低下し た

( 図 1)。 また三角筋の筋電位から は湿潤し た衣服を

着用するこ と によっ て動作性が妨げら れる傾向が見

受けられた。 綿と 吸汗速乾加工ポリ エステルと では、

肩まわし 動作の有無による素材による違いは見ら れ

なかったが、 三角筋の筋電位には素材間の差が生じ 、

湿潤し た吸汗速乾ポリ エステル着用時の電位が有意

に低かった。

今後の展望

　 高齢者用衣料品の湿潤による快適性と 動作性の変

化については、 測定部位を増やし 、 動作に伴う 筋電

位の変化を詳細にと ら えていきたい。 また、 高齢者

については皮膚感覚の鈍化がみら れるため、 衣服着

用時、 脱衣時の重心動揺についても 計測し たいと 考

える。 同時並行で、 高齢者用寝具・ 寝衣のための衣

服素材の選択方法、 衣服管理による改善、 衣類によ

る保湿成分の付与などについて研究を進めていく 予

定である。

背景および目的　

　 大人用紙おむつは要介護者のみなら ず、 日常生活

を円滑に過ごすための排泄ケア用品と し て、 近年広

く 利用さ れてきている。 合成繊維の不織布から 成る

紙おむつ着用時の快適性は、 布製の下着と は大きく

異なると 考えら れる。 蒸れや暑さ は不快感に繋がる

ため、 熱や空気の透過性の改善は紙おむつ着用時の

快適性向上に繋がる。 本研究では大人用紙おむつに

ついて、 腰まわり 部の素材やギャ ザー構造が異なる

も のと 、 編布から 成る布製下着と の比較を行い、 紙

おむつ腰まわり 部の快適性を検討し た。

方 法

　 試料は、 大人用紙おむつの市販品 5 種類、 腰ま

わり の糸ゴムの本数を変更し た試作品、 綿製下着 4 

種類と 保温加工下着 4 種類を 比較し た。 着用時の

暑さ の指標と し て、 腰まわり 部の保温性、 接触冷感

を測定し た。 さ ら に、 触り 心地や快適性に影響を及

ぼす、 圧縮性、 通気性、 透湿性を評価し た。

結果と 考察

　 保温性に関し て、 紙おむつは布製下着と 比較し て

非常に高い保温率を示し た ( 図3)。紙おむつの方が、

熱伝導率が小さ い静止空気層が多く 、 熱を逃がし に

く いためと 考えら れる。 また、 紙おむつの中でも 腰

まわり 部のギャ ザーの凹凸が大きいも のほど空気層

を多く 含み、 保温率は高かっ た。 接触冷感において

は、 ギャ ザーの凹凸が少ないも のほど接触面積が大

きく 熱が奪われやすいために接触冷感は高く 、 紙お

むつより も 布製下着の方が接触冷感は高かっ た。 圧

縮性や通気性は、 紙おむつと 布製下着共に大きな差

は見ら れなかっ た。 水分の透過性である透湿性は、

紙おむつは布製下着と 比較し て低い傾向であっ た。

疎水性である合成繊維の不織布から 成る紙おむつで

は、 水蒸気が繊維内部を透過し なかっ たため、 通気

性が同程度でも 透湿性に差が現れたと 考えら れる 。

　 以上の結果から 、 紙お

むつは素材や表面のギャ

ザーの形状による圧縮性

や通気性は布製下着と 同

等であるが、 保温率が高

く 透湿性が低いため、 温暖期には暑く 蒸れを引き起

こ す可能性が高いこ と がわかっ た。 ギャ ザーの凹凸

間隔を変更すると 同素材でも保温率は変化するため、

腰まわり 部のデザインや形状を変更するこ と で暑さ

を軽減できる可能性がある。

今後の展望

　 紙おむつ腰まわり 部は圧縮性や通気性の良さ を維

持し つつ、 形状や素材を工夫し て熱物性や透湿性を

布製下着に近づけるこ と で、 より 快適な紙おむつが

設計できると 考える。 今後は、 蒸れ感等に大きく 影

響を及ぼす吸収体部の快適性も 検討し ていく 。

11 
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高齢者用衣料品の風合いと快適性
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Ⅰ． 高齢者用衣料品の湿潤による

　 　 快適性・ 動作性の変化

Ⅱ． 大人用紙おむつ腰まわり 部の

　 　 熱物性評価

図 1　 肩温度変化

図 3　 紙おむつと布製下着腰まわり部の保温率

図 2　 三角筋電位

図 4　 接触冷感の測定
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背景および目的　

　 欧州諸国では少子高齢化を 背景に、「 できないこ

と を し てあげる」 サービス提供志向から、「 でき る

を支える」 ウェ ルビーング志向に大きく パラ ダイム

シフ ト し ている。 ウェ ルビーングは人それぞれに異

なり 、こ れまで生きてきた人生価値、生活価値をし っ

かり 捉え、 それに基づいた「 自立支援」 を目指し て

いる。 その時、 解決策は制度的サービスのみではな

く 、趣味の会やつどい場など地域にあるこ と が多く 、

「 自立（ リ エイブルメ ント ）」「 社会参加」「 地域」 が

キーワード と なっ ている 。

　 日本においては、住み慣れた地域に住み続ける「 地

域包括ケア」 の推進は、 高齢者の健康な生を支える

上での基盤と なる。 と く に近年では介護保険サービ

スだけではなく 、 地域での互助などボラ ンティ ア活

動への期待が高まっ ている。 さ ら に、 住民のつどい

場利用や生活支援をケアプラ ンに組み込む、 地域の

体操教室にリ ハビリ 専門職が出向いてプログラ ム開

発するなど、 住民活動と 専門職の新し い協働が先進

地域においては始まっ ている。 し かし まだ、 ボラ ン

ティ アは「 専門職は我々を認めてく れない」 と 感じ 、

専門職はボランティ アの意義を認めるこ と は少なく 、

さ らに出会う 場も なく て両者は領域分断的である。

　 本研究では、 北区（ 長寿支援課） と の包括協定の

下、 高齢者のボラ ンティ ア活動（ 交流・ 食・ 健康）

と 専門職・ 公的機関（ 自治体、 各種機関など） へイ

ンタ ビュ ーを行い、 今後重要と なる両者の役割分担

や協働のあり 方を模索し 提言するこ と を目的と し て

いる。

　 さ ら に先進地調査を行ない、 その知見を北区区民

の方々と 共に共有する。 こ れら を通じ て、 最終年度

には、 北区長寿支援課と と も に地域におけるプラ ッ

ト フ ォ ーム形成に向けての模索を行う 。

方 法

　 1 年目・ 2 年目にボラ ンティ ア活動調査、 3 年目

に専門職・ 公的機関調査、 4 年目・ 5 年目に調査結

果を統合し て地域におけるプラ ッ ト フ ォ ームづく り

を模索する。

　 初年度は北区長寿支援課の協力を得ながら 、 高齢

者による介護予防・ 生活支援関連のボラ ンティ ア活

動の全体像を把握する。 次に、 活動を行う 組織を訪

問し 、 実際にボラ ンティ ア活動を行っ ている区民に

個別インタ ビュ ー（ 半構造的イ ンタ ビュ ー） を行う 。

ボラ ンティ ア活動（ 交流・ 食・ 健康） の意義・ 課題、

専門職と の関係を情緒面も 含めて聞き 、 継続的比較

法（ メリアム、 佐藤） を中心と し て Nvivo などの定

性調査分析ソ フ ト で分析する。

結 果

①　  北区におけるインフ ォ ーマル資源概要の把握

　 北区（ 人口 35 万人、 高齢化率 24.9％、 2019 年

1 月） では古く から ボラ ンティ ア活動と その振興に

力を 入れており 、 10 年 20 年の歴史ある 活動団体

が多く 存在し ている。 食事サロン 46 か所、 介護予

防リ ーダー養成研修は 11 期を 迎え 400 名が介護

予防リ ーダーと し て各地域で活躍し ており 、 その中

から 有志によっ て介護予防リ ーダーの会が結成さ れ

て各地域のボラ ンティ ア活動を支えつつ地域の健康

づく り に貢献し ている。

　 また近年の総合事業に関し ては、 住民主体の「 ご

近所体操教室」 は 83 か所に及び、 2025 年 350 カ

所の大目標を 掲げている。 さ ら に、「 北区高齢者い

きいきサポータ ー制度」 はボラ ンティ ア活動を通じ

て元気になるこ と を目的と し た制度であるが、 800

人の登録があり 毎年増え続けている。 こ のよう に、

北区では地域のインフ ォ ーマルな資源が古く から 存

在し 、 近年増えつつある状況である。

②　 ボラ ンティ ア活動者へのインタ ビュ ー

　 ボラ ンティ ア団体 2 ケ所を訪問し て 6 名より 聞き

取り を行っ た。 高齢者あんし んセンタ ー地域包括支

援センタ ー、 北区 NPO・ ボラ ンティ アぷら ざでは、

日ごろから ボラ ンティ ア活動を行う 区民に接し てい

る方計 4 名にインタ ビューを行った。

　 GTA（ グラ ン デッ ド セオリ ー・ アプ ロ ーチ） の

中核をなす「 継続的比較法（ 佐藤 2002、 メ リ アム

2004）」 によっ て分析し た結果、「 自分のためが人

のために」「 自己成長」「 継続への賞賛」「 受け身か

ら 攻めへ」「 自主運営へのたじ ろぎ」「 ボラ ンティ ア

活動と し ての主体性」「 活動成果をわが地域へ」「 組

織ガバナンスの強化」 などの概念が抽出さ れた。

考 察

　 こ の研究においては、 ボラ ンティ ア活動の意義は

多く あるも のの、 ①ボラ ンティ ア活動と し ての主体

性、 ②新し い時代を意識し た下請けから 主体へ、 ③

専門職と 認め合う 関係の醸成、 ④堅固な組織力の醸

成、 などを 文献レ ビ ュ ーより 仮説と し て設定し て

いた。

　 イ ンタ ビュ ー数も 少なく 、 収集できた定性データ

は十分ではないが、 ボラ ンティ アの方々は自ら の活

動の内容、 継続性について前向きに評価し 、 豊かな

地域づく り を推進するために不可欠のも のであるこ

と も 認識し ていた。 同時に、 少子高齢化の時代変動

を踏まえて「 さ ら なる期待が高まる」 こ と を明ら か

に意識さ れていた。 し かし ながら 、 その期待に主体

性をも っ て応えると はどう いう こ と なのか、 と いう

不安が共通し て見ら れた。 また、 活動予算について

の悩みも 共通し ていた。 専門職と の接触については

多く の情報を得ら れなかっ たため、 調査対象の検討

も 含めて今後の課題と し たい。

今後の展望

　 ボラ ンティ ア活動者と 組織へのインタ ビュ ーを継

続し ていく 。 と く に、 専門職と の関係についての情

報収集が非常に困難であるこ と が判明し たので、 模

索し つつ理論的飽和を目指し て全体的な概念図を描

いていく 。
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ボランティア活動と 専門職・

公的機関の協働

人文学部 教育福祉学科　 松岡洋子 ／ 家政学部 栄養学科　 和田涼子
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背景および目的　

　 我が国の平均寿命は男女共に世界最高齢の水準と

なっ ているが、 人生の後半 10 年を介護状態で不自

由な生活と なる人達が多い。 健康寿命と 平均寿命の

差は男性より も 女性の方が長く 、 平均寿命の長い女

性にと っ てより 深刻である 。

　 フ レイルと は、 高齢者が筋力や活動が低下し てい

る状態（ 虚弱）と 定義さ れている（ 日本老年医学会）。

高齢者がフ レイルを自覚し た時は、 フ レイルの状態

から 脱却し 、 より 健康体へ戻すための取り 組みが必

要である。 そし て、 そこ で行われる介護予防の取り

組みをより 効果的なも のと するために、 高齢者の筋

力や生活活動などを定期的に測定し 、 フ レイ ルの実

態把握と 現状の自覚がフ レイル予防に有効に作用す

るかを検証する。

方 法

　 東京都北区在住の 65 歳以上の高齢者で東京都

北区ふれあい食事会
＊
 への参加者 38 名を 対象に、

Fried 等の評価基準を用いたフ レイ ル測定および評

価（ フ ィ ード バッ ク ） を実施し た。 初回測定後、 5

か月後に 2 回目の測定を 実施し 、 さ ら にその 5 か

月後に 3 回目の測定を実施し た。 3 回の測定を受け

た参加者は 22 名、 2 回は 12 人、 1 回は 4 名であっ

た。 3 回測定者 22 名の測定結果についてフ レイ ル

の兆候と 推移について、 フ レイ ルよびプレフ レイル

の発現傾向を分析し た。

結 果

　 本対象者では、 フ レ イ ル該当者は 2 回目測定の

1 人であっ たが、 全測定結果共に健康判定者より プ

レフ レイル該当者が多かっ た。 フ レイ ル・ プレフ レ

イ ル該当者の割合は初回評価の 73％から 2 回目は

60％と 減少し 、 さ ら に 3 回目では 55% まで減少し

た。 項目別にみると 「 訳も なく 疲れる」 と 「 外出頻

度が週 4 回以下」 と 回答し たも のが比較的多く 、「 6

か月で 2 ～ 3kg 減」 は初回と 3 回目に多めだっ た。

初回プレ フ レ イ ル該当者 16 名のう ち、 2 回目に健

康判定と なっ た人は 7 人、 2 回目にプレフ レイ ル該

当者 11 名のう ち、 3 回目に健康判定と なっ たのは

5 人であっ た。 逆に健康から プレフ レイ ルへ悪化し

た人は、 初回健康判定者 6 人のう ち 2 回目 4 人、 2

回目健康判定者 9 人のう ち 3 人であっ た。

　 3 回目の測定で健康判定に改善し た 9 人の改善

項目は、 外出頻度が 8 人、 疲労感が 2 人、 体重減

少が 1 人（ 外出頻度と 疲労感が同時に改善し た人

2 人を含む） であっ た。 一方、 1 回目または 2 回目

は健康判定だっ たが、 3 回目にプ レ フ レ イ ル判定

と なっ た人は 5 人あり 、 原因項目は疲労感が一人、

体重減少が 4 人であっ た。

考 察

▶ 　 健康から プレ フ レ イ ルに向かう プロ セスと し

て、 外出頻度の低下→疲労感→体重減少→5m

歩行速度の低下→握力低下の段階順にフ レイ ル

に近づいていく 傾向が認めら れた。 プレフ レイ

ルを 上記の順に仮説フ ァ ク タ ー 1 ～ 5 に分類

するこ と で、 段階別の課題を明確化し 、 プレフ

レイルから 健康に改善するための手法を検討で

きるも のと 考える。

▶ 　 本対象者においては、 外出頻度の低下によるプ

レ フ レ イ ル者が健康に改善さ れる 割合は 7 割

弱と 高いが、 疲労感者が健康に戻れる割合は 3

割と なり 、 体重減少者では 2 割まで低下する。

5m 歩行速度の低下、 握力低下者が健康に改善

するケースは、本対象者では認めら れなかっ た。

以上から 、 仮説フ ァ ク タ ーの段階的にプレフ レ

イ ルから の脱却 ( 健康への可逆性 ) が困難にな

る傾向が示唆さ れた。 以上は本対象者に限定し

たプロッ ト 図による傾向分析による仮説の域を

でないが、 今後さ ら に n 数を 増やし て統計的

に明ら かにし ていきたい。

▶ 　 フ レイ ル予防への行動変容は、 プレフ レイ ルの

程度が仮説フ ァ ク タ ー 3（ 外出頻度、 疲労感、

体重減少） までの人ではと り く みやすく 、 仮説

フ ァ ク タ ー 4 以降の人では行動変容に向かい

づら い傾向があるこ と がわかっ た。 以上より 、

介護認定を受けていないふれあい食事会に参加

する等活動意欲のある高齢者がフ レイル測定会

に参加し 、 フ ィ ード バッ ク を受けるこ と は、 フ

レイル・ プレフ レイ ルの予防改善のための行動

変容のきっ かけと なり 、 フ レイル予防に有効で

ある可能性が示唆さ れた。

今後の展望

　 今後は仮説フ ァ ク タ ー毎に、 具体的な運動機能測

定、 栄養機能測定（ 口腔機能）、 心理調査等の介入

を検討し 、 プレフ レイルから 脱却し 健康に改善する

ための具体的な手法について追求し ていきたい。
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Study Branding Business

健康寿命の延伸を目指した

ライフスタイルの提案

～高齢者のフレィ ル（ 虚弱）における

　 基本評価結果の経年変化についての検証

ヒューマンライフ支援センター　 内野美恵 ／ 健康科学部 リハビリテーショ ン学科　 木元幸一 ／ 

健康科学部 リハビリテーショ ン学科　 清水順市 ／ 家政学部 栄養学科　 澤田めぐみ ／ 

大学院 人間生活学総合研究科　 西村純一 ／ 女性未来研究所　 樋口惠子

協力： 東京都北区役所健康福祉部長寿支援課　＊女性未来研究所との協同研究

＊東京都北区ふれあい食事会とは

東京都北区在住の介護認定のない65歳以上の方を対象に、

20 ～ 30 名がグループとなり、 1 年間同じ 会場で定期的に食

事をする取り組みである。 北区の高齢者率は、 約 25％と都

内 23 区のト ップであり、 要介護者を増やさないために、 高

齢者の外出機会を増やし 、 孤独感の解消や閉じこもりの防

止、 生きがいづく り等で健康寿命の延伸に役立たせる目的

で、 2002年度より実施されている。 この研究の要旨は、 第 8 回日本リハビリテーショ ン栄養学会

（ 2018 年 12 月 1 日、 高松市） で発表した。

フィ ード バック資料 アド バイス資料 測定の様子
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背景および目的　

　 超高齢化社会を迎えた今、 肺炎による死亡者の多

く は 65 歳以上の高齢者であるこ と から 、 肺炎対策

は重要な課題である。 特にその予防には誤嚥の対策

と 高齢者で低下し がちな免疫力の改善についての検

討が必要である。 また高齢者にと っ て、 十分な栄養

摂取と 同時に食事の喜びも 重要であるこ と も 忘れて

はなら ない。 そこ でこ のテーマでは、 ①エスプーマ

法による食品の開発、 ②ヨ ーグルト による免疫改善

効果を検討するこ と より 高齢者の健康な生活を支え

るこ と を目指す。

　 エスプーマはスペインのレスト ラ ンで開発さ れた

最新の料理法であるが、 その特徴から 高齢者向き食

事形態と 考え、 介護用エスプーマ食を開発するこ と

を目的と し た。 日本人の高齢者向きに米粥や和風の

主菜、 副菜をエスプーマ法で調製する 。

方 法

　 主食は、 パン粥、 米粥を調製、 主食は和風鮭の豆

乳煮、 副菜ではかぼちゃの煮物を調製するこ と を考

えた。 その調製品の比重、 離水量で泡の安定を観察

し 、 物性的特性と におい識別装置による香り の分析

および官能評価を行っ た。

結 果

　 エスプーマ食にするには、 生ク リ ーム、 ゼラ チン、

ペクチン、 味噌、 乾燥卵白、 植物性クリ ーム、 豆乳な

どがエスプーマの泡の性状を強化する食材であった。

　 いずれの調製品も 軽く （ 比重は 0.3 程度）、 飲みこ

みやすかっ た。 女子大学生および健康な高齢者をパ

ネルと し て官能評価を行っ たが、 飲みこ みやすく 、

おいし いと の評価を得た。 また、 えん下造影検査で

健康な 65 歳以上の高齢者でエスプーマ食が飲みこむ

易いこ と を観察し、 安全性を確認し た。 調製し た米

粥の 1 食の摂食量を 100 kcal を摂取する場合、 36.0

～ 38.0 g で効率的な高エネルギー量が得られる。

考 察

　 物理的特性については消費者庁が示す、 えん下困

難者用食品の許可基準に基づく 条件で測定し た結

果、 エスプーマ食はえん下困難者用食品の規格基準

のⅢの範囲内であっ た。 従っ て、 軽度のえん下困難

な高齢者が喫食可能な食事と 推測し た。 また、 色々

な食材を用いるこ と ができ 、 主菜も 副菜も 調製でき

る。 その軟ら かく テク スチャ ーは大変好まれるこ と

から 、 高齢者だけでなく 、 離乳食、 幼児食、 食事が

スムーズに食べるこ と ができない知的障害者などに

も 応用できる。

　 今後の課題は、 えん下造影検査の結果などから、

エスプーマ食の適否を判定するえん下困難者用食品

の許可基準を検討する必要がある 。

　 免疫能のう ち加齢に伴い明ら かな機能低下を示す

のは、 リ ンパ球から なる 獲得免疫系である 。 リ ン

パ球は主に T 細胞と B 細胞から なるが、 機能低下

は主と し て T 細胞に起こ る。 こ う し た点に着目し

て開発さ れたのが廣川ら の免疫能検査である。 一

方、 ヨ ーグルト は栄養バラ ンスの良い食品と し て広

く 知ら れているが、 最近ではその免疫力調整効果に

も 注目が集まっ ている。 なかでも 乳酸菌 1073R-1

株を使用し たヨ ーグルト は、 T 細胞増殖能の上昇や

NK 細胞活性の上昇が報告さ れているが、 免疫力を

総合的に検討し た報告はない。 そこ で、 高齢者にお

ける免疫力低下の実態を把握すると と も に、 乳酸菌

1073R-1 株を 使用し たヨ ーグルト を 摂取する こ と

で、 免疫能の改善が認めら れるかを廣川ら の免疫能

検査を用いて総合的に評価するこ と を目的に今回の

研究を計画し た。

方 法

　 今年度は、 武蔵野市及び近隣市町村に在住の重篤

な治療中の疾患のない 65 歳以上の高齢女性 7 名を

対象と し て、 予備調査を 実施し た。 う ち 3 名は事

前検査で eGFR の軽度の低下が認めら れたためヨ ー

グルト 摂取を中止し 、残り 4 名に 1073R-1 株のヨ ー

グルト を 1 日 1 個 8 週間にわたり 摂取さ せ、 摂取

の前後で血算・ 血液生化学検査・ 免疫能検査（ 廣川

ら の方法による リ ン パ球サブセッ ト 解析と T 細胞

増殖能による総合評価） を実施し た。

結 果

　 ヨ ーグルト 摂取群の年齢は 72.2 ± 5.4 歳、 非摂

取群は 76.7 ± 1.2 歳。 摂取前後の免疫力スコ アを

はじ め、 リ ン パ球数、 リ ン パ球サブ セッ ト 、 T 細

胞増殖能に有意の変化は認めら れなかっ た。 し か

し 、 ヨ ーグルト 摂取群の 1 名においてはヨ ーグル

ト 摂取後に、 リ ンパ球数、 T 細胞数、 CD4 ＋ T 細

胞数、CD8 ＋ T 細胞数、CD4 ＋ナイーブ T 細胞数、

CD4 ＋メ モ リ ー T 細胞数、 CD8 ＋ CD28 ＋ T 細

胞数、 NK 細胞数がそれぞれ 16 ％、 23 ％、 32 ％、

19％、 60％、 21％ 42％、 27％増加し 、 免疫力ス

コ アは 14 から 17 に改善し た。

考 察 

　 サプリ メ ント や健康食品には免疫力の強化や改善

をう たっ たも のが数多く あるが、 信頼できる科学的

根拠のあるも のはほと んどない。 また効果があると

さ れるも のでも 個人差が大きいのが実状である 。 今

回も 全体と し ては有意の変化は認めら れなかっ た

が、 摂取前検査で最も 免疫力スコ アが 14 と グレー

ド Ⅱまで低下し ていた 1 名ではヨ ーグルト 摂取後

に免疫力スコ アの改善が認めら れた。 今後はこ う し

た個人差の背景を含め検討する必要がある 。

今後の展望

　 今回の結果を踏まえ、 今後の検討は、 免疫力スコ

アの低下が認めら れた例で実施する 。 ヨ ーグルト な

どのプロバイ オティ ク スの効果の個人差の背景に

は、 腸内細菌の構成パタ ーンなどが関与し ているこ

と がこ れまでの研究で示唆さ れている 。 メ タ ゲノ ム

解析によるマイク ロバイ オームの解明により 様々な

疾患における個人差が明ら かになり つつあり 、 乳酸

菌 1073R-1 菌についても 今後は腸内細菌叢の変化

も あわせて検討し ていきたい。
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高齢者の健康な生活を支えるための肺炎予防

～誤嚥性肺炎の予防に向けたエスプーマ法による

　 嚥下困難者用食品の開発とヨ ーグルト による

　 免疫力改善効果の検討～

家政学部 栄養学科　 和田涼子 ／ 家政学部 栄養学科　 澤田めぐみ ／ 家政学部 栄養学科　 峯木眞知子

Ⅰ． エスプーマ法による

　 　 嚥下困難者用食品の開発

Ⅱ． ヨ ーグルト による

　 　 免疫力改善効果の検討
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　 東京家政大学では、 2017 年より 山本和人学長の下

で、 研究ブランディ ング事業を大学全体で推進し てい

く 計画を立て、 2018 年より スタ ート を切るこ と にな

り まし た。 本学の長年の研究・ 教育を「 ひと の生（ Life）

を支える学」 と し て構築し ていく 研究事業です。

この研究事業には本学の家政学部、 人文学部、 健康科

学部、 子ども 学部より 14 課題の研究が参加し 、 本学

の教育と 研究の実績から 、 子ども 期、 青年期、 子育て

期、 壮年期、 高齢期までの全てのラ イフ ステージを対

象にできるこ と を示し ています。 こ れら の健康生活に

係る研究は、 総合的・ 学際的・ 多面的にすすめると こ

ろに本学独自の特徴があり 、 研究成果と し て、 エビデ

ンスに基づく 健康生活の知恵である「 家政大メ ソ ッ ド 」

を確立さ せるこ と を目標にし ています。

　「 家政大メ ソ ッ ド 」 の確立は少子高齢化時代の地域

社会が抱える課題を解決するも のであり 、 同時に本学

における自立し た専門職業人・ 共感型リ ーダーを輩出

する将来ビジョ ンを達成すると 考えており ます。

　 こ れら の理念を掲げ、 2019 年 2 月 18 日には東京

家政大学研究ブラ ンディ ング事業キッ ク オフ シンポ

ジウムを本学三木ホールで開催いたし まし た。 また、

2018 年度版報告書を 3 月に発行するこ と ができまし

た。 短期間の中で、 研究者同士が相談し 討議する場を

重ねた結果、 それぞれの研究を理解するこ と にも 役立

ちまし た。

　 来年度はこ れら の研究が一層進み、 大いなる成果に

つながるこ と を期待し ており ます。
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